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l 燃焼効率 (e ，) は燃焼により発生した熱金と，そのために

消賀した燃料の有していた発然却 との比をいい， 百分率をも っ

て表わす。 石炭を使用した場合は， つぎのように計算する。

H均一H喝 白
el=J E iX100 

H，石炭発熱lîJ: kcal/kg 

H3~ : 未燃物の有する発熱:r.t kcal/:r:�/'x 1 kg でこれをたが

いにつぎのように分けて計j):す る。

H" = H" + H31 + H" + H" 
H刊 不完全燃焼(一酸化炭素)による未発然公

=5640XG. kca l /石炭 kg

CO 
G.=一一一ーー=ー x C‘CO , + CO ，，~， 

CO" CO は燃焼ガス分析による。

C" は')!際に燃焼した石炭中の以来 kg/石炭 1kg 

C" ・ C -(C，， + C，;)

C 石炭 1 kg 中の炭素(元素分析よ り) kg 

C，. ・ 灰中に残った炭素(元;f~分析より) kg/石炭 1kg 

C" :シ γ 〆中に含まれる炭素(元素分析) kg/石炭 1kg 

H31 灰分中可燃物カロリ- kca l /石炭 1 kg (灰のカ ロリー

分析を行って求める。ただし試料採取が困幾である)

H，， : γγ 〆一中可燃物;1)ロ リ - kca l /石炭 1kg (カロ リー

分析を行う)

Hn : H30, Hl1l H32 以外の未燃物 kca l /石炭 l kg

1 燃焼if.と燃焼効率
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2. 燃焼率と伝熱効率
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3 燃焼尊' と相当蒸発:f1Ì並びにポイラ効率
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4 指示，I.!~力 と 蒸気効率

これはたとえば， 投段中道l転室から落下した石炭， 燃焼ガス

中のすす等であり ü旺接測定することはできないので， つぎの

ように計算する。

H，， =H，ー (H21+ H,. + H" + H" + H" + H" + H" + H31 

+ H" 十 H，，)

H" H山 H3 1t H32 上J笥参照

H" ポイラ吸収熱量 kca l /石炭 1kg 

H,. 乾燥感室プfス持逃げ熱盆 kcal /石炭 lkg

H" 石炭中水分蒸発過熱熱量 kcal /石炭 1kg 

H" 石炭放水による蒸発過熱熱量 kcal /石炭 1kg 

H" 石lJ(:中*~燃焼生成水分蒸発過熱熱盆 lィca l l石炭 l kg

H" 燃焼所要~気中水分過熱熱量 kcal /石炭 lkg

H" 缶1向車高射による損失熱量: kcal/kg 

その燃焼率との関係を図ーl に示す。 (D51 定位試験値による)

2 伝熱効率 (e，) は ， ポイ ラ に伝えられた熱量と発生した然

iEの比をいい， 百分率で表わす。下記のよ うに計算する。

H引 + H，.
， =ーニι一一~.. X 100 

H,- H" 
H:n : 缶吸収熱五Ì kcal /石炭 1kg . 知*7Æ~tJ: ・ }集室t正力 ・

蒸気高2皮を測定し，蒸気表より求む。

H" : ffi胴縞射に よる損失熱量 kcal /石炭 1 kg ， 缶圧降下試

験より求む。

燃焼率との関係を示すと 図ー2。
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3 ポイラ効率 (e，) は， ポイラ伝熱間よりポイラ水および蒸

気にあたえた熱量と ， そのために消資した燃料の発熱位との比

をいい，百分率で表わす。 下記のように計算する。

H" H" 1 H15+ H17+ H"+ H,, 
eJ=古~ ~1L C" ・ H，

H，。 ー ポ イ ラ 7J<および蒸気にらたえた熱泣 kca l

C" 消費石炭:[ï]: (乾燥) kg 

H15 ・ 蒸発総:7k:L1に与えた潜熱 kcal

E口 :ポ イ ラ水に与えた熱量 kca l

H，， : 溢水に与えた熱量t kcal 

H" ・ 過熱十*'によ っ て渓気に与えた熱抵 kcal

その燃焼率との関係の一例を図ー3 に示す。

4 蒸気効率 (e，) は ， シ リソダ(主滋) で発生した:.u力(指示

馬力)の熱当量と ， シリ γ 〆に供給した蒸気の全然誌との比を

いい， 1 00 分率で表わす。 計算はつぎのよう に行う。

632.9 
e6 = 百:支W"

632.9: 1 馬力(メ ート ル馬力)時当 り熱当日: kcal 

Hu: γ リンダに供給した蒸気のェ γ タノレピー kca l /kg

wu : 指示馬力時当りシリソダ蒸気消~'1:!;J: kg/H' 

指示馬力との関係の一例は図 4。

5 後械効率 (e，) は，指示事|磁力より綴|関抵抗をïl:i7 I いた値

と ，指示引猿力 との上ヒをいい ， 100 分率て'表わす。計算はっき.

のように行う 。

定位試験の場合

5 動総回転数と|謹械効率
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